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担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

1

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

地域福祉活動団体などを支援します

1

平成１２年度以前

保健・福祉

3

～

福祉総務課

庶務係

3

民生委員法、児童福祉法

1

平成３０年度以降

地域福祉

◆２５年度実施内容

・小牧市民生委員・児童委員連絡協議会に対し活動費を助成した。

・全体会議や各地区（６地区）の連絡会議の調整や会場の予約・準備などを含め事務局とし

て参加した。

・平成２５年度は、３年に１度の一斉改選の年であり、円滑に候補者を出していただくため、

区長・民生委員と連絡調整し、全１８９名の委員候補について、民生委員推薦会での審議を

経て、民生委員を推薦した。

・新たに委員になった新任民生委員に対し、全体研修を行った。

・活動実績を集計し、県に報告した。

◆２５年度直接経費の内訳

推薦委員報酬　　　154,000円　　　　講師謝礼　　　　20,000円

活動費　　　　　   8,040,044円　　　  旅費　　　　　　399,000円

消耗品費　  　　　  408,317円　　　　食糧費　　      107,300円

印刷費　　   　  　　659,400円　　　　バス借上料    141,750円

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　社会奉仕の精神をもって、常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を行うなど、

市の地域福祉の一翼を担う民生委員・児童委員の活動を支援し、活動の円滑化を図る。
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印刷費　　   　  　　659,400円　　　　バス借上料    141,750円

負担金　　　　　　　　11,000円　　　　補助金　　　    396,925円

◆２６年度直接経費の内訳

推薦委員報酬　　　162,000円　　　　講師謝礼　　　　20,000円

活動費　　　　　　 7,956,000円　　　　旅費　　　　　　173,000円

消耗品費　　　　　　 10,000円　　　　食糧費　　　　　 11,000円

印刷製本費　　　　660,000円　　　　バス借上料　　840,000円

補助金　　　　　　　393,000円
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事業実施におけ

る課題

　地域に、民生委員の支援が必要だと思われる方が増える一方で、当人が支援を希

望されないケースにおいて、民生委員がどこまで関わるべきかの判断が難しい。
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事業の

達成状況

　平成25年度は、民生・児童委員の一斉改選の年であったこともあり、新任委員に対

する勉強会などを開催するなどして、地域における様々なケースに対応できるよう支

援を行った。

　従前と同様に、地区での会議や全体会議等を通じて、活動に際しての活動費を支

給することにより、民生・児童委員の円滑な活動を支援することができた。
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の改善案

　行政と民生・児童委員だけでなく、民生委員相互のつながりを強化するとともに、

様々なケースに対応できるように、各地区における事例研究等の機会の充実が図れ

るように支援を行っていく。
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果果果果

　各地域において、支援を必要とする方に対する支援に一定の成果をあげており、今

後も継続して、民生・児童委員に対する支援を行うことが必要であると考えるため。

判定理由

　地域住民にとって一番身近な相談者である民生・児童委員が不在となり、地域福祉

活動の停滞につながるおそれがある。

維　持

　今までは、委員任期の中間年度に行っていた県外での全体研修を、今回より初年

度に行うこととし、委員の識見の向上に努めるよう事業の見直しを図った。
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一次評価のとおり。


